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意外と身近にある
　　　　　　自動認識技術
銀行の「手のひら認証」や携帯電話の「お財布ケータイ」など、日常生活

の中で気が付かないうちに私たちは自動認識技術に触れていることがあり

ます。今月はそんな身近にある自動認識技術から２次元コードを使った例を

ご紹介しましょう。

２次元コードで入力支援

保険会社の契約書にも…

拡張性・柔軟性に富んだシステム

こんなところにも２次元コードが！

　業界初の１３０万画素カラーカメラで読み
取りエリアを拡大。カラー画像の取り込みも
可能。20×12×18mmの超小型／小電力設
計で２次元コードリーダーへの組み込みに
最適。

　主な仕様

センサー：１/３インチCMOSカラーエリアセ
ンサー／画素数：1280（Ｈ）×1024（Ｖ）ピク
セル／シャッター速度：１/30～１/8000sec

最近、いろいろなところで２次元コードの

１つであるＱＲコードと携帯電話とを利用し

たアプリケーションを見かけます。ＣＭや

ポスターなどで知られるようになったこの２

次元コード、ＦＡの現場ではすでに製造工

程などで数多く使用されています。２次元

コードをはじめとする自動認識のテクノロ

ジーは意外にも皆さんの身近なところでも

使われているのです。

ＱＲコードと携帯電話を使ったアプリケー

ションは電車の車内広告や雑誌などでも

頻繁に目にするようになっていますが、そ

の他のアプリケーションを調査してみると、

ＱＲコードはデータ入力支援の１つとして、

意外と身近なところで使用されています。

ＱＲコードに代表される２次元コードの大

きな特徴の１つは、このコラムでも繰り返し

紹介しているとおり、小さなコードに漢字

やひらがなを網羅する大容量のデータ

（最大約2,000文字）を入れることができる

点にあります。この特徴を十分に活かした

アプリケーションが、入力支援なのです。

例えば、ダイレクト販売を基本とする保険

会社では、あらかじめインターネット経由

で入力された氏名・住所・プラン名などの

契約基本データをもとに、暗号化したＱＲ

コードを作成して契約申込用紙に印刷し

ています。記入された申込書が保険会社

に戻ってきたときに、スキャナーでＱＲコー

ドを読み取れば、瞬時に正確な契約者

データを入力することができます。ＱＲコー

ドの印刷は契約申込用紙を印刷する時に

同時に行いますから新たなコストはかかり

ませんし、例えばＯＣＲを使うときに必要な

専用用紙も必要ありません。２次元コード

を印刷することでキーパンチャーによるマ

ニュアル入力や大変高価なＯＣＲ読取機

（金融機関では大変良く使用されています

が）が不要になるわけです。

このアプリケーションで必要なのは、オペ

レーター１人に対して１台のスキャナーだ

けとなります。しかも誤読フリーですので、

ＯＣＲのように読み込ませたあとでエラー

訂正をする必要もありません。

また一部では、この大容量である特徴を

活かして非常に柔軟性の高いシステムを

作り上げている例もあります。

ＰＯＳシステムに代表される大型ホストコ

ンピューターを利用したシステムは、コード

はＩＤとしてのみ使用されており、その他の

情報はすべて、ＩＤを元にホストコンピュー

ターから取得されます。

では代わりに必要な情報を２次元コード

化するとどうなるでしょうか。

２次元コード自体に情報を入力しておく

ことで、必要な情報を取得するためにホス

トコンピューターにアクセスする頻度が減り

ます。したがって自然とホストコンピュー

ターの規模が小さくなり、システム全体の

投資額も非常に小さくなります。

また２次元コードを使ったシステム自身が

ホストコンピューターから独立しているため、

将来の拡張を考えたときに、システム自体

に柔軟性があるケースが多くなります。

製品のライフサイクルに加え、管理システ

ムに代表されるソフトウエア製品のライフサ

イクルが短い今日では、ワークフロー的に

も投資的にも極めて柔軟性の高いこのア

プリケーションへの期待は大きいと言える

のではないでしょうか？

また、２次元コードのもう一つの特徴であ

る『コードの小型化』を利用した例は、私た

ちのもっと身近なところにあります。
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